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令和６年３月定例会 

 

提案説明（２月２６日提出分・当初予算） 

 

令和６年２月２６日提出、令和６年度当初予算案につきまして、提

出議案に沿った形で説明します。 

 

２月２６日付で市ホームページに掲載しています令和６年３月定

例会関連資料、「提案説明資料」により説明します。 

 

１ページ目「市議案第４号 令和６年度豊中市一般会計予算」です。 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ１千８４４億２千３９１万８千円 

と定めるものです。 

 

第２条 債務負担行為と第３条 地方債については、後ほど第２

表及び第３表を用いて説明します。 

 

第４条 一時借入金は、借入れの最高額を２５０億円と定めるも

のです。 

 

２ページ目、第１表 歳入歳出予算です。 

内容については、７ページ目、歳入歳出目別一覧表で説明します。 

 

歳入歳出目別一覧表は、各会計の歳入歳出を、款・項・目の順番で

令和６年度当初予算額・令和５年度当初予算額を比較した表であり、

左に、各会計・歳入・歳出ごとに、通しの行番号を記載しています。

この通しの行番号 何行目という呼び方で説明します。 

  

まず歳入です。 

８ページ１行目の市税の予算額は、７２１億２千６５４万８千円、 

前年度当初予算比０．７％の減を見込んでいます。 
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個別の税目で説明しますと、２行目の市民税については、 

３行目 個人市民税が １１億３千１６５万２千円の減で、 

これはデフレ脱却のための一時的な措置として、所得税・個人住民税

の定額減税を実施することを踏まえたものです。 

４行目 法人市民税が ６億７０６万５千円の増で、 

法人の業績が回復傾向にあることを反映させたものです。 

市民税全体で前年度比１．５％、 

５億２千４５８万７千円の減を見込んでいます。 

 

１７行目の地方譲与税は、 

予算額２３億９千３２７万円、前年度比２．６％の増、 

主に 9ページ１８行目の自動車重量譲与税の増を見込んでいます。 

 

２６行目からの各種交付金については、それぞれ令和５年度の決

算見込みや国の地方財政計画などをふまえ、予算額を見込んでいま

す。 

 

３２行目の株式等譲渡所得割交付金は、 

予算額６億円で、前年度比２５．０％の増を見込んでいます。 

 

次に、１０ページ３５行目の法人事業税交付金は 

予算額９億５千万円で、前年度比３３．８％の増、 

 

３８行目の地方消費税交付金は、予算額９３億円で、 

前年度比６．０％の減を見込んでいます。 

 

４７行目の地方特例交付金は、予算額２２億７千５００万円、 

前年度比５２１．６％の増で、所得税・個人住民税の定額減税に伴う

税収の減を補填する地方特例交付金の増を見込んでいます。 

 

次に、１１ページ５２行目の地方交付税は、予算額１１６億円で、

その内訳は、普通交付税が１１０億円、特別交付税が６億円です。 
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普通交付税は、新設される算定費目「こども子育て費（仮称）」によ

る基準財政需要額の増加や、臨時財政対策債への振替額減少に伴う

交付基準額の増加を見込み、地方交付税総額は前年度比２５．１％の

増を見込んでいます。 

 

５８行目の分担金及び負担金は、 

予算額１５億５千７４２万１千円、前年度比６．３％の増で、 

主に、服部天神駅周辺地区整備に伴う土地区画整理事業費負担金の

増によるものです。 

 

１２ページ６５行目の使用料及び手数料は、 

予算額２１億１千６４７万５千円、前年度比１．７％の増で 

令和 6 年４月 1 日を施行日として、法定外公共物管理条例を改訂予

定であり、改定内容を踏まえた予算を計上していることが主な要因

です。 

 

８２行目の国庫支出金は、予算額４１６億３千８６万１千円、 

前年度比９．０％の増です。 

 

うち、１３ページ８３行目の国庫負担金は、 

予算額３５４億１千７９２万９千円、前年度比５．４％の増で、 

主に、障害福祉サービス利用の増に伴う支給額の増や、令和 6 年度

に児童手当を拡充することに伴う増によるものです。 

 

次に、８８行目の国庫補助金は、予算額６１億３千９６８万４千円、 

前年度比３５．０％の増で、 

主に、（仮称）児童相談所施設整備に伴う増によるものです。 

 

１４ページ１０１行目の府支出金は、 

予算額１４２億２千９１４万円、前年度比０．８％の増、 

うち１０２行目の府負担金は、予算額１０５億４千３４３万９千円、 

前年度比７．６％の増で、 
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国庫負担金と同様に、主に障害福祉サービス利用の増に伴う支給額

の増によるものです。 

 

次に１０７行目の府補助金は、予算額３０億４５２万３千円、 

前年度比１３．７％の減で、 

主に、新型コロナウイルス感染症対策事業が令和 5 年度に完了した

ことに伴う府補助金の減によるものです。 

 

１５ページ１２３行目の財産収入は、 

予算額５億７千７１０万１千円、前年度比３２．５％の減で、主に、

不動産売払収入の減によるものです。 

 

１３０行目の寄附金は、予算額５億４千４６２万１千円、 

前年度比４４．７％の増で、主に、企業版ふるさと納税による寄付額

の増を見込んでいます。 

 

次に、１６ページ１３９行目の繰入金は、 

予算額８６億４千８６１万円、前年度比４８．１％の増で、主に、 

財政調整基金及び公共施設等整備基金からの繰り入れが増加したこ

とによるものです。 

 

１７ページ１６０行目の諸収入は、 

予算額４３億９千１１６万９千円、前年度比３４．８％の増です。 

 

１８ページ１８０行目の市債は、予算額１０５億５千２７０万円、 

前年度比５．２％の減で、臨時財政対策債が減となったことや、 

公立こども園整備事業が減となったことに伴う市債の減です。 

 

以上、１９ページ１８９行目、一般会計の歳入合計は、 

予算額１千８４４億２千３９１万８千円、前年度比６．１％の増です。 

 

次に、歳出です。 
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２１ページ１行目の議会費は、予算額６億６千３４３万１千円、 

前年度比０．９％の減です。 

 

次に、４行目の総務費は、予算額１９０億４千４７１万９千円、 

前年度比１７．２％の増です。 

 

そのうち５行目の総務管理費は、 

予算額１６５億１千７８６万円、前年度比２１．９％の増で、 

６行目、定年延長に伴う退職手当の支給額の増等による一般管理費

の増が主な理由です。 

 

２３ページ４３行目の徴税費は、 

予算額１４億８千７６６万６千円、前年度比１０．５％の増で、 

主に人件費の増によるものです。 

 

次に、４９行目の選挙費は、予算額８千５７８万円、 

前年度比、７７．８％の減で 

前年度に市議会議員選挙、大阪府知事及び府議会議員選挙の執行が

あったことによるものです。 

 

２４ページ５９行目の民生費は、 

予算額９９９億３千２４１万９千円、前年度比７．４％の増です。 

 

うち、６０行目の社会福祉費は、 

予算額２０９億９千３８１万６千円、前年度比８．９％の増で、 

主に、６３行目 障害者福祉費の増によるもので、国庫負担金及び府

負担金と同様、主に障害福祉サービス利用の増に伴う支給額の増が

主な要因です。 

 

次に、２５ページ７８行目の児童福祉費は、 

予算額４２２億８千８７２万１千円、前年度比１０．７％の増で、 

主に、２６ページ９１行目 児童相談所整備費、（仮称）児童相談所
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施設を整備することによるものです。 

 

 

９５行目の生活保護費は、 

予算額１９１億５千６２９万９千円、前年度比１．７％の増です。 

 

２７ページ１０３行目の国民健康保険事業費は、 

予算額４５億８千７０１万８千円、前年度比８．７％の増で、 

国民健康保険事業特別会計繰出金の増加によるものです。 

 

１０７行目の後期高齢者医療事業費は、 

予算額６２億８千４２５万６千円前年度比６．４％の増で、 

後期高齢者医療広域連合への負担金の増加によるものです。 

 

次に、１１０行目の衛生費は、 

予算額１３３億４２５万８千円、前年度比１５．２％の減です。 

 

 うち、１１１行目の保健衛生費は 

予算額８３億９千４３８万１千円、前年度比２５．４％の減で、 

新型コロナウイルスワクチン接種事業や新型コロナウイルス感染症

対策事業が令和 5年度をもって事業完了したことによるものです。 

 

２８ページ１２９行目の清掃費は、予算額４９億９８７万７千円、 

前年度比１０．７％の増で、主に、１３５行目のクリーンランド負担

金が増加したことによるものです。 

 

次に、２９ページ１３６行目の労働費は、 

予算額２億５千２０２万４千円、前年度比１７．０％の減で、主に、

１４０行目 雇用対策費について、国から委託されていた雇用創出

事業が令和 5年度をもって終了したことによるものです。 

 

１４１行目の農林水産業費は、予算額５千２９９万６千円、 
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前年度比０．７％の増です。 

 

次に、１４５行目の商工費は、予算額５億３千９３０万７千円、 

前年度比２３．４％の減で、主に、１４８行目 商工業振興費、 

消費喚起事業の減によるものです。 

 

次に、３０ページ１５１行目の土木費は、 

予算額１２０億５千９７８万４千円、前年度比１．８％の減です。 

 

内訳について、１５２行目の土木管理費は、 

予算額４億７千９８２万３千円、前年度比３３．９％の減で、主に、

公共用地先行取得事業特別会計への繰出金の減によるものです。 

 

１５８行目の道路橋梁費は、予算額３７億５千８５３万円、 

前年度比９．３％の増で、１６２行目の道路橋梁新設改良費、 

千里地区歩路橋長寿命化事業の増が主な理由です。 

 

３１ページ１６８行目の下水道費は、 

予算額３０億６千２１６万７千円、前年度比３．２％の減で、 

下水道事業会計への繰出金の減によるものです。 

 

１７０行目の都市計画費は、予算額２９億３千１２８万９千円、 

前年度比４．０％の増で、主に、１７７行目、公園整備費、公園整備

事業の増などによるものです。 

 

次に、１７９行目の住宅費は、予算額８億６千３０万６千円、 

前年度比２７．８％の減で、主に、１８２行目、住宅整備費、市営住

宅整備事業の減によるものです。 

 

次に、１８３行目の消防費は、予算額６３億３千６６１万円、 

前年度比２６．４％の増で、３２ページ１８５行目の常備消防費にお

いて、令和 6 年 4 月から、5 市での消防指令業務共同運用を開始す
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ることによるものです。 

 

次に、１９１行目の教育費は、 

予算額２２０億１千５１２万８千円、前年度比８．９％の増です。 

 

うち１９２行目の教育総務費は、 

予算額６６億１千３４７万１千円、前年度比３３．２％の増で、 

３３ページ２０１行目の小中一貫校整備費、（仮称）南校の建設に伴

う増が主な理由です。 

 

２０２行目の小学校費は、予算額７５億４千４６６万６千円、 

前年度比２．７％の減で、 

主に、２０７行目の小学校施設整備費、長寿命化改修工事などの減に

よるものです。 

 

次に、２０８行目の中学校費は、予算額４０億９千７８８万９千円、 

前年度比１．６％の増で、 

主に、２１０行目の中学校教育振興費、学校の副教材等に係る保護者

負担費を無償化したことによるものです。 

 

２１４行目の社会教育費は、予算額３７億５千９１０万２千円、 

前年度比８．８％の増で、主に、２１５行目の社会教育総務費、 

校庭開放の全校実施、小学校 5・6年生を対象に実施する放課後学習

支援、放課後こどもクラブの運営委託に係る経費などの増によるも

のです。 

 

３４ページ２２８行目の公債費は、 

予算額９３億１千４８万６千円、前年度比３．２％の増です。 

 

２３２行目の諸支出金は、予算額８億６千２７５万６千円、 

前年度比３８．９％の増で、主に、２３３行目の財政調整基金積立金

の増です。 
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次に、３５ページ２３７行目の予備費は、予算額５千万円、 

前年度と同額を計上しています。 

 

以上、歳出合計は、先ほどの歳入合計と同額です。 

 

３６ページ目、第２表 債務負担行為です。 

１段目、豊中市私立高等学校入学支度金貸付に対する損失補償以

下、３７ページにかけ、併せて３０の事業等について、期間と限度額

をそれぞれ定めています。 

  

３８ページ目、第３表 地方債です。 

起債を行う事業等の起債限度額および償還の方法等について定め

るものです。 

 

６段目の人権平和センター事業、７段目の公立こども園事業 

３９ページ、７段目の常備消防事業、８段目の災害対策事業、 

１１段目の小学校管理事業、４０ページ、２段目の中学校管理事業、 

最後の臨時財政対策債以外は、すべて建設事業に係る起債です。 

  

一般会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

４１ページ目、 

「市議案第５号 令和６年度豊中市国民健康保険事業特別会計予算」 

です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ４１２億７千４４４万３千円と定め

るものです。 

 

第２条 一時借入金は、借入れの最高額を２０億円と定めるもの
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です。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

４５ページ目、歳入です。 

１行目の国民健康保険料は、予算額８３億７千５２５万円、 

前年度比３．０％の増で、主に、保険料率改定によるものでございま

す。 

 

次に、１１行目の府支出金は、予算額２８２億８千２５６万５千円、 

前年度比０．３％の減、 

 

１５行目の繰入金は、予算額４５億８千７０１万８千円で、 

前年度比８．７％の増、 

 

 ４６ページ１８行目の繰越金は、予算額１千円で、 

前年度比１００．０％の減です。 

 

以上、歳入合計は、予算額４１２億７千４４４万３千円、 

前年度比０．４％の増です。 

 

４８ページ目、歳出です。 

１行目の総務費は、予算額９億２千７４０万３千円、 

前年度比１８．７％の増で、主にオンラインシステムの標準化に伴う

改修費の増によるものです。 

 

５０ページ３４行目の国民健康保険事業費納付金は、 

予算額１２３億１千４２６万７千円、前年度比１．０％の増で、 

大阪府が府内全体の医療給付費等必要額を市町村ごとに按分し、 

本市に示された額を納付するものです。 

 

以上、５１ページ目、歳出合計は歳入合計と同額です。 



11 

 

 

国民健康保険事業特別会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

５２ページ目 

「市議案第６号 令和６年度豊中市後期高齢者医療事業特別会計予

算」です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ８４億３千５３５万７千円と定める

ものです。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

５５ページ目、歳入です。 

１行目の後期高齢者医療保険料は、 

予算額６６億８千６９０万１千円、前年度比１０．９％の増で、 

主に保険料率の改定によるものです。 

 

次に、８行目の繰入金は、予算額１４億５千４２５万４千円、 

前年度比１１．２％の増です。 

  

以上、５６ページ目、歳入合計は、 

予算額８４億３千５３５万７千円、前年度比１０．１％の増です。 

 

５８ページ目、歳出です。 

６行目の後期高齢者医療広域連合納付金は、 

予算額８２億６千４９９万６千円、前年度比１０．３％の増で、 

歳入の保険料収入と一般会計からの保険基盤安定繰入金等を合算し

て広域連合に納付するものです。 

  

以上、５９ページ目、歳出合計は歳入合計と同額です。 
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後期高齢者医療事業特別会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

６０ページ目 

「市議案第７号 令和６年度豊中市介護保険事業特別会計予算」 

です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ４２３億３千９２２万２千円 

と定めるものです。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

６４ページ目、歳入です。 

１行目の保険料は、予算額８３億３８８万７千円、 

前年度比８．６％の増で、主に、保険料改定によるものです。 

 

次に、７行目の国庫支出金は、 

予算額１０２億８千３８３万８千円、前年度比１．４％の減です。 

 

６６ページ３１行目の繰入金は、 

予算額７０億８千４９５万５千円、前年度比３．９％の減です。 

 

以上、６７ページ目、歳入合計は、 

予算額４２３億３千９２２万２千円、前年度比０．７％の増です。 

 

６９ページ、歳出です。  

１１行目の保険給付費は、予算額３９７億２９４万１千円、 

前年度比１．２％の増で、主に、高齢化に伴う介護サービス利用の増

及び被保険者数の増によるものです。 
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以上、７３ページ目、歳出合計は歳入合計と同額です。 

 

介護保険事業特別会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

７４ページ目 

「市議案第８号  

令和６年度豊中市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算」です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５５１万７千円と定めるもので

す。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

７７ページ目、歳入です。 

９行目の母子父子寡婦福祉資金貸付金元利収入は、 

予算額３千１４１万８千円、前年度と同額を計上しています。 

 

以上、歳入合計は、予算額１億５５１万７千円、 

前年度比２７．３％の増です。 

 

７９ページ目、歳出です。 

１行目の母子父子寡婦福祉資金貸付事業費は、 

予算額２千５０２万８千円で、前年比１４．３％の減です。 

 

次に、５行目の公債費は、予算額５千５２３万５千円、 

前年度比４９．９％の増で、剰余金の一部を国に返還するものです。 

 

以上、歳出合計は歳入合計と同額です。 

 

 母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計は以上です。 



14 

 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

８０ページ目 

「市議案第９号 

令和６年度豊中市公共用地先行取得事業特別会計予算」です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億４千５５７万２千円と定める

ものです。 

 

第２条 地方債については、後ほど第２表を用いて説明します。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

８３ページ目、歳入です。 

１行目の財産収入は、予算額３億５千５５４万８千円、 

前年度比２０．７％の減で、春日町ヒメボタル特別緑地保全地区整備

事業や服部天神駅周辺地区整備などに係る、一般会計での買戻しを

行うためです。 

 

次に、９行目の市債は、予算額５億６千２２０万円、 

前年度比３４．５％の減で、公共用地先行取得事業の財源とするもの

です。 

 

以上、歳入合計は、予算額１４億４千５５７万２千円、 

前年度比２３．６％の減です。 

 

８５ページ目、歳出です。 

１行目の公共用地先行取得費は、 

予算額５億７千８４６万７千円、前年度比３３．３％の減で、 

服部天神駅周辺地区整備及び神崎刀根山線整備事業における用地の

先行取得などを行う予算を計上しております。 
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次に、８行目の諸支出金は、予算額５億９千４６７万円、 

前年度比２６．０％の減で、一般会計による買戻しに伴う繰出金及び

減債基金への積み立てによるものです。 

 

以上、歳出合計は歳入合計と同額です。 

 

８６ページ目、第２表 地方債です。 

公共用地先行取得事業の起債限度額を５億６千２２０万円に設定

するとともに、償還の方法等について定めるものです。 

 

 公共用地先行取得事業特別会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

８７ページ目 

「市議案第１０号 令和６年度豊中市財産区特別会計予算」です。 

 

第１条 歳入歳出予算については、 

予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７千９７０万１千円と定めるも

のです。 

 

予算の内訳について説明します。 

 

９０ページ４行目の財産収入は、予算額３億２千５０３万９千円、 

前年度比２０７５．５％の増で、 

主に、豊洲池の売却収入によるものでございます。 

 

以上、歳入合計は、予算額４億７千９７０万１千円、 

前年度比１８９．７％の増です。 

 

９２ページ目、歳出です。 

１行目の財産費は、予算額４億７千９７０万１千円、 
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前年度比１８９．７％の増で、 

主に、大字内田財産区費において、歳入予算で説明した豊洲池の売却

収入を財産区積立金に積立てすることによるものです。 

 

以上、９３ページ目、歳出合計は歳入合計と同額です。 

 

財産区特別会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

続いて、公営企業会計について説明します。 

 

９４ページ目 

「市議案第１１号 令和６年度豊中市病院事業会計予算」です。 

 

第２条 業務の予定量は、患者数４４万８千９４人の見込みです。 

 

９５ページ下段の第５条 債務負担行為は、 

病院情報システム再構築業務ほか２事業について、記載のとおり、 

期間と限度額をそれぞれ定めるものです。 

 

９６ページ目、第６条 企業債については、記載の表のとおり、 

施設改良事業等に充てるための起債の限度額、償還の方法等につい

て定めるものです。 

 

９８ページ目、収支について説明します。 

 

まず、収益的収入です。 

２行目の病院事業収益は、予算額２３６億４千２０万円、 

前年度比２．１％の増で、主に、３行目医業収益にかかる５行目外来

収益の増によるものです。 

 

９９ページ目、収益的支出です。 
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２行目、病院事業費用は、予算額２３５億４千８０３万５千円、 

前年度比２．６％の増で、主に、４行目の給与費及び５行目の材料費

の増によるものです。 

 

１００ページ目、資本的収入です。 

２行目の資本的収入は、予算額１８億３千９５８万５千円、 

前年度比３７．２％の減で、３行目、建設改良事業に充てる企業債の

減によるものです。 

 

１０１ページ目、資本的支出です。 

２行目の資本的支出は、予算額３０億２千６６６万９千円、 

前年度比１８．８％の減で、５行目の院用備品購入費が減額となった

ことによるものです。 

 

 病院事業会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

１０２ページ目 

「市議案第１２号 令和６年度豊中市水道事業会計予算」です。 

 

第２条 業務の予定量は、給水戸数１８万１４０戸、 

年間総給水量４千２３６万７千７９２立方メートルの見込みです。 

 

１０３ページ下段の第５条 債務負担行為は、 

配水管増補改良事業ほか２事業について、記載のとおり、期間と限度

額をそれぞれ定めるものです。 

 

１０４ページ目、第６条 企業債については、記載の表のとおり、 

配水管増補改良事業等に充てるための、起債の限度額、償還の方法等

を定めるものです。 

 

第７条 一時借入金は、借入れの限度額を１０億円と定めるもの
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です。 

  

１０６ページ目、収支について説明します。 

 

まず、収益的収入です。 

２行目の水道事業収益は、予算額８６億７千３４１万９千円、 

前年度比３．８％の増で、主に４行目の給水収益の増によるものです。 

 

１０７ページ目、収益的支出です。 

２行目の水道事業費用は、予算額７９億７千６３４万３千円、 

前年度比０．１％の減で、主に４行目の原水及び浄水費などの減によ

るものです。 

 

１０８ページ目、資本的収入です。 

２行目の資本的収入は、予算額２４億５千７９７万９千円、 

前年度比２０．５％の減で、主に、３行目の企業債の減によるもので

す。 

 

１０９ページ目、資本的支出です。 

２行目の資本的支出は、予算額４７億２千５１３万２千円、 

前年度比１５．３％の減で、主に６行目の施設整備事業費の減による

ものです。 

 

水道事業会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

１１０ページ目 

「市議案第１３号 令和６年度豊中市公共下水道事業会計予算」で

す。 

 

第２条 業務の予定量は、処理可能区域戸数１８万１３３戸、 

年間総処理水量６千８６９万３千８２０立方メートルの見込みです。 
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１１１ページ下段の第５条 債務負担行為は、 

流域下水道終末処理場建設受託事業（雨天時汚水処理土木工事等）ほ

か４事業について、記載のとおり、期間と限度額をそれぞれ定めるも

のです。 

 

１１２ページ中段の第６条 企業債については、 

記載の表のとおり、管渠築造事業等に充てる起債の限度額、償還の方

法等を定めるものです。 

 

第７条 一時借入金は、借入れの限度額を１０億円と定めるもの

です。 

 

１１４ページ目、収支について説明します。 

 

まず、収益的収入です。 

２行目の下水道事業収益は、予算額１５６億６千７８５万１千円、 

前年度比３．４％の減で、主に６行目の流域下水道原田終末処理場受

託管理負担金収入の減によるものです。 

 

１１５ページ目、収益的支出です。 

 

２行目の下水道事業費用は、予算額１５０億６千１７８万１千円、 

前年度比８．３％の減で、主に８行目の流域下水道原田終末処理場受

託管理費の減によるものです。 

 

１１７ページ目、資本的収入です。 

２行目の資本的収入は、予算額２９億３千７６９万４千円、 

前年度比１３．１％の減で、主に３行目の企業債及び４行目の国庫補

助金の減によるものでございます。 

 

１１８ページ目、資本的支出です。 
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２行目の資本的支出は、予算額６２億２千９７０万円、 

前年度比３．５％の減で、主に５行目の庄内終末処理場建設費の減に

よるものです。 

 

公共下水道事業会計は以上です。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

以上、議案に沿って１０の会計の当初予算案の説明となります。 


